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町
長
に
就
任
さ
れ
、
３
ヵ

月
が
経
過
し
て
い
る
。
一

定
、
愛
荘
町
の
全
体
像
は
掌
握
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
本
町
の

財
政
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

い
る
か
。

愛
知
中
学
校
の
増
改
築
工

事
、
町
有
施
設
の
更
新
・

統
廃
合
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

な
ど
の
事
業
実
施
に
か
か
る
財
源

措
置
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

過
日
の
新
聞
報
道
に
よ

る
と
、
２
０
１
５
年
と

２
０
４
５
年
を
比
較
し
た
将
来
推

計
人
口
で
、
当
町
は
増
加
の
見
込

み
が
示
さ
れ
て
い
た
。
人
口
増
加

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
社

会
保
障
費
の
増
大
や
教
育
施
設
の

整
備
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。
一
方
で
、

健
全
財
政
の
維
持
も
必
要
で
あ

る
。
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

「
行
財
政
計
画
」
の
方
向
性
を
問

う
。

　

本
町
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
大

変
厳
し
い
状
況
と
受
け
止
め
て
い

る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
合
併
に

よ
る
当
初
想
定
し
て
い
た
以
上
の

財
政
需
要
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、

歳
入
に
見
合
う
歳
出
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

愛
知
中
学
校
の
増
改
築
工
事

は
、
学
校
現
場
の
状
況
や
生
徒
数

の
推
移
等
を
踏
ま
え
て
、
子
ど
も

の
視
点
に
立
っ
た
学
び
や
す
い
環

境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　

町
有
施
設
の
更
新
・
統
廃
合
は
、

公
共
施
設
等
管
理
計
画
の
個
別
施

設
計
画
を
住
民
の
皆
様
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
ま
ち

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
構
築

し
、
優
先
順
位
の
高
い
道
路
整
備

か
ら
進
め
て
い
く
。

　

い
ず
れ
も
財
源
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
国
・
県
の
補
助
金
や

有
利
な
地
方
債
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
目
的
に
沿
っ
た
計
画
的
な

基
金
の
活
用
を
行
っ
て
い
く
。

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
２
次

愛
荘
町
総
合
計
画
と
平
行
し
て
、

本
年
度
、
行
財
政
改
革
大
綱
を
改

定
す
る
。
ま
た
、
財
政
収
支
の
見

通
し
を
行
い
、
中
長
期
的
な
経
営

戦
略
に
主
眼
を
置
き
、
社
会
情
勢

に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
行
財
政

改
革
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。
あ

わ
せ
て
、
選
択
と
集
中
の
考
え
方

を
基
本
に
、
限
り
あ
る
経
営
資
源

を
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
や
若

者
に
し
っ
か
り
と
投
資
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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行
財
政
改
革
に
つ
い
て

東
部
エ
リ
ア
の

　
　
　
将
来
展
望
と
課
題
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増改築が計画されている現在の愛知中学校

本
町
の
旧
秦
荘
地
域
は
、

農
業
振
興
地
と
し
て
の
位

置
付
け
で
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
が
社
会
の
変
化
な
ど
に
よ
り

生
活
の
様
態
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、
都
市
部
へ
の
流
出
と

併
せ
て
高
齢
化
に
よ
る
施
設
へ
の

入
所
な
ど
か
ら
人
口
の
減
少
に
伴

い
、
商
業
の
衰
退
、
農
業
か
ら
の

脱
却
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　
住
み
慣
れ
た
日
常
生
活
圏
の
中

で
、
少
し
で
も
長
く
自
立
で
き
る

生
活
環
境
を
維
持
す
る
必
要
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
直
結
し
た
身
近

な
も
の
に
も
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
生

活
用
品
の
購
入
、
病
院
な
ど
へ
の

移
動
に
伴
う
交
通
機
関
の
必
要
性

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

わ
れ
る
の
か
。

本
町
に
お
け
る
農
業
の
現

状
と
課
題
や
将
来
展
望

お
よ
び
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

は
「
愛
荘
町
農
業
振
興
計
画
」
で

提
示
さ
れ
て
い
る
が
実
態
と
し
て

ス
ム
ー
ズ
な
展
開
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。
社
会
の
変
化
に
よ
る
人

口
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
農
業
機
械
の
価
格
高
騰
か
ら

農
業
離
れ
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
に

伴
い
、
人
材
の
確
保
が
難
し
い
状

況
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
東
部

エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
一
時
期
工
場

誘
致
の
声
が
上
が
っ
た
も
の
の
、

目
に
強
く
映
る
も
の
で
は
な
い
よ

う
に
感
じ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
東
部
エ

リ
ア
が
米
・
麦
・
大
豆
以
外
で
の

作
物
で
更
な
る
取
り
組
み
を
図
る

の
か
、
企
業
誘
致
よ
る
活
性
化
を

行
う
の
か
現
時
点
で
は
方
向
性
が

全
く
見
え
な
い
こ
と
か
ら
考
え
を

お
尋
ね
す
る
。

　

現
代
に
お
い
て
は
、
成
人
の
一

人
に
１
台
と
言
わ
れ
る
自
家
用
車

の
普
及
、
道
路
整
備
の
進
展
、
郊

外
型
の
大
型
小
売
店
舗
の
増
加
、

自
家
用
車
に
よ
る
通
勤
の
増
加
に

よ
り
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
の

　

愛
荘
町
の
東
部
エ
リ
ア
は
宇
曽

川
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
肥
沃
な
農

地
に
お
い
て
、
水
稲
お
よ
び
麦
、

大
豆
を
主
体
と
す
る
農
業
生
産
を

展
開
さ
れ
て
き
た
。

　

近
年
で
は
社
会
・
経
済
的
諸
事

情
が
変
化
し
、
高
齢
化
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
農
業
所
得
の
減
少

と
全
国
的
に
共
通
す
る
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
将
来
を
見

据
え
た
農
業
振
興
を
展
開
す
る
必

要
が
あ
り
、
農
業
者
や
地
域
、
行

政
な
ど
の
関
係
機
関
が
一
丸
と
な

り
将
来
の
農
業
を
担
う
後
継
者
に

農
業
の
魅
力
を
伝
え
、
人
材
の
確

保
や
育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は

東
部
エ
リ
ア
の
農
業
振
興
地
域
に

指
定
さ
れ
た
優
良
な
農
地
を
守
る

一
方
で
、
町
の
企
業
立
地
ガ
イ
ド

に
掲
載
の
あ
る
遊
休
土
地
を
は
じ

め
と
し
た
企
業
誘
致
が
可
能
な
土

地
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
誘
致
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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（
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外川　善正 議員
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移
動
距
離
は
長
く
な
る
一
方
で
、

移
動
を
支
え
る
交
通
の
社
会
的
役

割
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
の
利
便
性
の

向
上
に
伴
い
、
地
域
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
人
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な

い
移
動
制
約
者
と
呼
ば
れ
る
方
々

の
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
お
け

る
移
動
手
段
が
確
保
出
来
な
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
湖
東
圏

域
で
は
平
成
21
年
か
ら
構
成
各
市

町
が
協
定
し
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
を

運
行
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
け
る
愛
の
り
タ
ク
シ

ー
の
利
用
状
況
は
、金
剛
輪
寺
線
・

愛
知
川
西
部
線
の
２
路
線
で
は
10

％
増
加
し
て
い
る
。
一
方
で
65
歳

以
上
の
町
民
を
対
象
と
し
た「
日

常
生
活
の
移
動
と
公
共
交
通
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、「
利

用
し
て
い
る
」
と
答
え
た
方
は
全

体
の
わ
ず
か
６
％
弱
で
あ
り
、「
外

出
を
あ
き
ら
め
た
こ
と
が
あ
る
」

と
答
え
ら
れ
た
方
が
全
体
の
40
％

弱
で
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
役
割
が
期

待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
議
員

が
提
案
さ
れ
た
幼
稚
園
バ
ス
な
ど

の
空
き
稼
働
時
間
帯
を
利
用
し
た

　

愛
荘
町
が
誕
生
し
、
13
年
目
を

迎
え
た
。
合
併
に
よ
り
、
財
政
面

で
は
普
通
交
付
税
の
特
例
が
講
じ

ら
れ
、ま
た
後
年
度
に
有
利
な「
合

併
特
例
債
」
の
発
行
な
ど
、
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し

た
財
政
運
営
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
特
例
が

続
く
わ
け
で
も
な
く
、「
行
財
政

改
革
の
推
進
」
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
愛
の

り
タ
ク
シ
ー
の
促
進
や
新
た
な
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
研
究
し
取
り

組
ん
で
い
く
中
で
併
せ
て
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。

本町の財政に対する認識はQ

行財政改革について
大変厳しい状況と受け止めているA

吉岡　ゑミ子 議員

住み慣れた地域で生活の継続はQ

本町東部エリアの
将来展望と課題について

地域公共交通の更なる展開で住民の
移動を支える

A


